
十
訓
抄
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

一

巻
有
欠
本
、
第
二
類
　
片
仮
名
三
巻
本
、
第
三
類
　
補
欠
諸
本
、
第
四
類
　
流
布
板

本
、
と
さ
れ
る
。

　
テ
キ
ス
ト
に
は
、
小
学
館
刊
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
十
訓
抄
』⑷
を
用
い
る
。

そ
の
底
本
は
前
述
、
第
二
類
本
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
片
仮
名
三
巻
本
で
あ
る
。

　
二
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式

　
十
訓
抄
に
お
け
る
希
望
表
現
と
認
め
ら
れ
る
構
成
形
式
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　「
欲
」　
　
　
　
　
　
　
　（
五
例
）

　
　「
〜
ム
ト
思
フ
」　
　
　（
二
二
例
）

　
　「
願
」　
　
　
　
　
　
　（
一
一
例
）

　
　「
ネ
ガ
フ
」　
　
　
　
　
　（
五
例
）

　
　「
コ
ヒ
ネ
ガ
フ
」　
　
　
　（
四
例
）

　
　「
願
ハ
ク
ハ
〜
」　
　
　
　（
三
例
）

　
　「
ホ
シ
」　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
ホ
シ
ガ
ル
」　
　
　
　
　（
三
例
）

　
　
目
次

　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　
　
　
二
、
希
望
表
現
の
構
成
形
式

　
　
　
三
、
各
形
式
の
用
法

　
　
　
四
、
お
わ
り
に

　
一
、
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
別
稿
⑴

を
受
け
、
十
訓
抄
を
研
究
資
料
と
し
て
、
そ
れ
に
お
け
る
希
望

表
現
⑵

の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
十
訓
抄
に
つ
い
て
「
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
」⑶
を
参
考
に
し
な
が
ら
そ
の
概
要
を

纏
め
る
。
十
訓
抄
は
そ
の
序
に
示
す
よ
う
に
、
少
年
の
類
い
に
善
を
勧
め
悪
を
戒
め

る
た
め
の
啓
蒙
書
で
あ
る
。
同
じ
序
に
そ
の
成
立
は
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
十
月

中
旬
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
編
者
は
定
か
で
な
い
。
そ
の
構
成
は
三
巻
十
編

か
ら
な
り
、
十
編
の
徳
目
を
挙
げ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
徳
目
に
相
応
し
い
説
話
を
類
聚
的

に
並
べ
る
。
啓
蒙
書
と
い
う
編
集
方
針
に
沿
い
漢
籍
や
国
書
の
文
献
か
ら
の
引
用

も
、
少
年
の
類
い
に
読
み
や
す
い
文
章
で
纏
め
て
い
る
。
こ
れ
は
十
訓
抄
の
文
体
上

の
特
徴
と
言
え
よ
う
。
そ
の
伝
本
は
四
種
に
大
別
さ
れ
、
す
な
わ
ち
、
第
一
類
　
三

十
訓
抄
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

柴
　
田
　
昭
　
二
　
　

連
　
　
　
仲
　
友
　
　



二

　
　「
望
ム
」　
　
　
　
　
　（
二
四
例
）

　
　「
祈
ル
」　
　
　
　
　
　
　（
六
例
）

　
　「
乞
フ
」　
　
　
　
　
　（
一
七
例
）

　
　「
請
」　
　
　
　
　
　
　
　（
四
例
）

　
　「
求
ム
」　
　
　
　
　
　（
一
四
例
）

　
　「
ア
ツ
ラ
フ
」　
　
　
　
　（
二
例
）

　
　「
庶
幾
ス
」　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
バ
ヤ
」　
　
　
　
　
　
　（
七
例
）

　
　「
モ
ガ
ナ
」　
　
　
　
　
　（
四
例
）

　
　「
テ
シ
ガ
ナ
」　
　
　
　
　（
二
例
）

　
　「
ナ
ム
」　
　
　
　
　
　
　（
一
例
）

　
　「
マ
ホ
シ
」　
　
　
　
　
　（
六
例
）

　
希
望
表
現
の
構
成
形
式
で
は
、
名
詞
は
「
欲
」「
願
」
の
み
で
あ
る
が
、
基
本
形
で

掲
げ
て
い
る
「
ネ
ガ
フ
」「
望
ム
」「
祈
ル
」
の
連
用
形
も
広
義
の
名
詞
用
法
で
あ
る
。

形
容
詞
は
「
ホ
シ
」
の
一
例
の
み
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
接
尾
語
「
ガ
ル
」
と
複
合

動
詞
を
構
成
す
る
用
例
が
三
例
見
ら
れ
る
。
内
心
の
希
望
が
外
に
現
れ
て
い
る
行
動

と
し
て
と
ら
え
る
動
詞
は「
ネ
ガ
フ
」「
コ
ヒ
ネ
ガ
フ
」「
望
ム
」「
祈
ル
」「
乞
フ
」「
請
」

「
求
ム
」「
誂
フ
」「
庶
幾
ス
」が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち「
望
ム
」「
乞
フ
」「
求
ム
」

が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

　
注
目
さ
れ
る
の
は
、
希
望
を
表
す
慣
用
形
式
と
希
望
を
表
す
終
助
詞
・
助
動
詞
形

式
の
存
在
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
慣
用
形
式
と
は「
〜
ム
ト
思
フ
」と「
願
ハ
ク
ハ
〜
」

で
あ
る
。「
〜
ム
ト
思
フ
」
が
二
二
例
見
ら
れ
、「
願
ハ
ク
ハ
〜
」
は
三
例
見
ら
れ
る
。

希
望
を
表
す
終
助
詞
に
は
「
バ
ヤ
」「
モ
ガ
ナ
」「
テ
シ
ガ
ナ
」「
ナ
ム
」、
助
動
詞
に

は
「
マ
ホ
シ
」
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
形
式
は
内
心
的
希
望
の
心
情
を
表
す
も
の

で
あ
る
。
以
下
に
詳
細
に
述
べ
る
。

　
三
、
各
形
式
の
用
法

　
１
、「
欲
」「
～
ム
ト
思
フ
」の
用
法

　
ま
ず
、
漢
字
表
記
の
「
欲
」
の
用
法
を
見
よ
う
。
全
五
例
は
い
ず
れ
も
名
詞
用
法

で
あ
る
。

（
１
）「
世
の
末
に
は
、
神
も
仏
も
欲
の
深
く
お
は
し
ま
す
ぞ
と
よ
」と
い
ひ
て

 

（
四
ノ
四
　
一
六
〇
頁
）

（
２
）
そ
う
じ
て
、
も
の
に
へ
つ
ら
ひ
、
欲
に
す
す
み
、
虚
言
を
か
ま
ふ
る
も
の
は
、

盗
み
を
す
る
た
ぐ
ひ
、 

（
六
ノ
二
十
九
　
二
六
一
頁
）

　
例（
１
）（
２
）に
お
け
る「
欲
」は
名
詞
で
、
単
純
に「
欲
望
」の
意
味
を
表
す
。

　
次
に
、「
欲
」
の
訓
読
に
関
係
す
る
語
法
と
し
て
「
〜
ム
ト
思
フ
」
の
用
法
を
見
よ

う
。

（
３
）都
に
も
恋
し
き
人
の
あ
ま
た
あ
れ
ば
　
な
ほ
こ
の
た
び
は
い
か
む
と
ぞ
思
ふ

 

（
一
ノ
四
十
五
　
九
四
頁
）

（
４
）「
こ
の
種
を
、
わ
が
宮
に
移
さ
む
と
思
ふ
」と
の
た
ま
は
せ
た
り
け
れ
ば
、　

 

（
七
ノ
一
　
二
八
六
頁
）

　
例（
３
）は
和
歌
に
お
け
る
例
で「
こ
の
度（
旅
）は
も
う
一
度
行
き
た
い
」の
意
⑸

、

例
（
４
）
は
会
話
文
に
お
け
る
例
で
「
こ
の
種
を
私
の
宮
殿
に
移
し
植
え
た
い
」
の
意

と
解
さ
れ
、
何
れ
も
話
主
の
「
願
望
」⑹
を
「
表
出
」⑺
す
る
用
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な「
願
望
」の「
表
出
」の
用
法
は
十
訓
抄
に
八
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。



十
訓
抄
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

三

（
５
）女
な
れ
ど
も
、
身
に
か
は
り
奉
ら
む
と
思
ふ
志
深
か
り
け
り
。

 

（
六
ノ
三
　
二
一
三
頁
）

（
６
）大
夫
、
笛
を
取
ら
む
と
思
ふ
心
の
深
さ
に
こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
か
ま
へ
け
れ
。

 

（
七
ノ
二
十
五
　
三
二
七
頁
）

　
例（
５
）（
６
）は
連
体
修
飾
の
用
法
で
あ
る
。「
身
に
代
わ
り
た
い
と
思
う
気
持
が
」

「
笛
を
奪
い
取
り
た
い
と
思
う
心
が
強
く
て
」
の
意
と
解
さ
れ
、
何
れ
も
動
作
主
の

「
願
望
」を「
説
明
」⑻
す
る
用
法
で
あ
る
。

（
７
）
し
ば
し
ま
ど
ろ
み
た
る
夢
に
、
生
身
の
普
賢
を
見
奉
ら
む
と
思
は
ば
、
神
崎

の
遊
女
の
長
者
を
見
る
べ
き
よ
し
見
て
、
夢
さ
め
て
、

 
（
三
ノ
十
五
　
一
三
九
頁
）

　
例
（
７
）
は
二
人
称
に
対
す
る
仮
定
形
の
形
で
あ
る
。「
生
身
の
普
賢
菩
薩
を
拝
見

し
た
い
と
思
う
な
ら
、
神
崎
の
遊
女
の
女
主
人
を
見
る
が
よ
い
」
の
意
と
解
さ
れ
、

「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
８
）
叔
斉
、
世
を
遁
れ
む
と
思
ひ
立
ち
し
よ
り
、
周
の
粟
を
受
け
ず
し
て
、
そ
の

歯
白
か
り
き
。 

（
六
ノ
二
十
九
　
二
六
〇
頁
）

（
９
）
趙
高
は
二
世
の
代
を
奪
は
む
と
思
ひ
立
ち
け
る
に
、
鹿
を
さ
し
て
、
馬
と
て

奉
り
て
、
身
の
感
応
の
ほ
ど
を
知
り
に
け
り
。 

（
七
ノ
二
十
七
　
三
三
三
頁
）

　
例
（
８
）（
９
）
は
地
の
文
で
三
人
称
に
用
い
る
用
例
で
あ
る
。「
叔
斉
は
俗
世
間

か
ら
逃
れ
た
い
と
思
っ
て
」「
趙
高
は
二
世
皇
帝
の
代
を
奪
い
た
い
と
思
っ
て
」
の

意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
ら
も「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な「
願

望
」の「
説
明
」の
用
法
は
十
訓
抄
に
一
四
例
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
２
、「
ホ
シ
」「
ホ
シ
ガ
ル
」の
用
法

（
10
）行
な
ひ
を
つ
と
め
て
物
の
ほ
し
け
れ
ば
　
西
を
ぞ
頼
む
く
る
る
か
た
と
は

 

（
十
ノ
四
十
九
　
四
三
九
頁
）

　
例（
10
）は
和
歌
に
お
け
る「
ほ
し
」の
例
で
、「
物
が
欲
し
く
な
る
の
で
」の
意
と

解
さ
れ
、「
願
望
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。
こ
の「
ほ
し
」の
用
例
は
一
例
の

み
見
ら
れ
る
。

（
11
）こ
の
父
、
朝
夕
、
あ
な
が
ち
に
酒
を
愛
し
、
ほ
し
が
る
。

 

（
六
ノ
十
八
　
二
四
〇
頁
）

（
12
）
な
か
ん
づ
く
、
わ
が
身
は
た
く
は
へ
持
ち
な
が
ら
、
銭
を
ほ
し
が
り
、
あ
た

ひ
あ
ら
ば
、
い
く
ら
も
買
ふ
べ
き
も
の
を
も
、
力
を
い
れ
じ
と
て
、

 

（
六
ノ
二
十
九
　
二
六
一
頁
）

　
例（
11
）（
12
）に
お
け
る「
ホ
シ
ガ
ル
」は
形
容
詞「
ホ
シ
」に
接
尾
語「
ガ
ル
」が

付
く
複
合
動
詞
で
あ
る
。
形
容
詞
「
ホ
シ
」
が
内
心
の
希
望
を
表
す
の
に
対
し
て
、

動
詞
「
ホ
シ
ガ
ル
」
は
内
心
の
希
望
が
外
に
現
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
酒
を
ほ
し
が
る
」

「
銭
を
ほ
し
が
る
」
と
い
う
具
体
的
行
動
を
表
す
表
現
で
あ
る
。
こ
の
「
ほ
し
が
る
」

の
用
例
は
三
例
見
ら
れ
る
が
、
用
法
は
同
じ
で
あ
る
。

　
３
、「
願
」「
願
フ
」「
願
ハ
ク
ハ
～
」の
用
法

　
ま
ず
、
名
詞
用
法
の「
願
」の
用
法
を
見
よ
う
。



四

（
13
）「
こ
の
意
を
や
御
願
文
に
載
せ
ら
る
べ
き
」と
、 

（
五
ノ
十
六
　
二
〇
三
頁
）

（
14
）願
主
喜
び
て
供
養
を
の
ぶ
る
時
、 

（
六
ノ
二
十
六
　
二
五
四
頁
）

　
例
（
13
）（
14
）
に
お
け
る
「
願
文
」「
願
主
」
は
何
れ
も
字
音
語
で
、
仏
教
の
特
定

概
念
を
表
す
熟
語
形
式
で
あ
る
。

　
次
に
、
和
語
の「
願
ヒ
」「
願
フ
」「
コ
ヒ
ネ
ガ
フ
」の
用
法
を
見
よ
う
。

（
15
）「
な
に
ご
と
に
て
も
、
ね
ん
ご
ろ
な
る
御
願
ひ
あ
ら
ば
、
一
こ
と
か
な
へ
奉
　

　
　
ら
む
。」 

（
一
ノ
七
　
三
九
頁
）

　
例
（
15
）
に
お
け
る
「
願
ひ
」
は
、「
願
フ
」
の
連
用
形
名
詞
法
で
、「
ど
ん
な
こ
と

で
も
、
心
か
ら
の
願
い
が
あ
れ
ば
」
の
意
と
解
さ
れ
、
一
般
的
な
希
望
の
概
念
を
表

す
も
の
で
あ
る
。

（
16
）「
わ
れ
、
極
楽
を
願
ふ
志
深
く
侍
り
。」 

（
六
ノ
三
十
八
　
二
七
五
頁
）

（
17
）「
年
ご
ろ
、
心
中
に
願
ひ
つ
る
こ
と
な
り
。
し
か
る
べ
き
仏
神
の
御
し
る
べ
」

 

（
七
ノ
二
十
四
　
三
二
二
頁
）

（
18
）「
人
は
良
き
友
に
あ
は
む
こ
と
を
こ
ひ
ね
が
ふ
べ
き
な
り
」

 

（
五
ノ
序
　
一
八
一
頁
）

（
19
）た
だ
傾
城
の
色
に
あ
は
ざ
ら
む
こ
と
を
、
こ
ひ
ね
が
ふ
べ
し
。

 

（
九
ノ
五
　
三
七
七
頁
）

　
例（
16
）（
17
）は「
願
フ
」の
用
例
、
例（
18
）（
19
）は「
コ
ヒ
ネ
ガ
フ
」の
用
例
で

あ
る
。
両
者
は
い
ず
れ
も「
〜
を
希
望
す
る
」と
い
う
意
を
表
す
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
次
に
、「
願
ハ
ク
ハ
〜
」の
用
法
を
見
よ
う
。

（
20
）「
願
は
く
は
、
わ
が
申
さ
む
ま
ま
に
か
ま
へ
給
へ
。
君
の
敵
、
亡
さ
む
」
と
　

い
ふ
。 

（
一
ノ
六
　
三
三
頁
）

（
21
）「
願
は
く
は
、
朝
に
参
り
て
、
そ
の
罪
な
き
こ
と
を
訴
へ
申
し
給
へ
。
わ
れ
、

大
臣
に
か
は
り
て
誅
せ
ら
れ
む
」と
て
、 

（
六
ノ
十
五
　
二
三
〇
頁
）

（
22
）
琵
琶
を
ひ
き
す
ま
し
て
、　
願
は
く
は
、
今
生
世
俗
文
字
の
業
　
と
い
ふ
朗
詠

を
し
給
ひ
た
り
け
れ
ば
、 

（
十
ノ
二
十
三
　
四
一
二
頁
）

　
例
（
20
）（
21
）
の
構
文
は
同
じ
構
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
願
ハ
ク
ハ
〜
給
ヘ
」

の
形
で
他
者
に
対
す
る
希
望
を
表
す
。
こ
れ
は「
希
求
」⑼
を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ

る
。
こ
の
用
法
は
二
例
見
ら
れ
る
。

　
例（
22
）は「
願
ハ
ク
ハ
〜
」の
み
で
後
接
の
命
令
形
ま
た
は「
ム
」が
見
ら
れ
な
い

が
、
こ
れ
は「
白
氏
文
集
」か
ら
の
部
分
引
用
で
あ
り
、
原
文
で
は「
狂
言
綺
語
の
誤

り
も
て
、
翻
し
て
、
当
来
世
々
讃
仏
乗
の
因
、
転
法
輪
の
縁
と
せ
む
」
と
続
く
。
こ

れ
は「
願
望
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。
こ
の
用
法
は
一
例
の
み
見
ら
れ
る
。

　
４
、「
望
ム
」の
用
法

（
23
）「
わ
れ
は
こ
の
世
の
望
み
、
さ
ら
に
な
し
。」 

（
一
ノ
七
　
三
九
頁
）

（
24
）
す
べ
て
及
ば
ぬ
ほ
ど
の
身
な
れ
ど
も
、
芸
能
に
つ
け
て
、
望
み
を
と
げ
、
賞

を
か
ぶ
る
も
の
、
古
今
数
を
知
ら
ず
、
多
し
。 

（
十
ノ
五
十
　
四
四
〇
頁
）



十
訓
抄
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

五

　
例（
23
）（
24
）に
お
け
る「
望
み
」は
動
詞「
望
む
」の
連
用
形
名
詞
法
で
あ
る
。

（
25
）そ
の
禄
を
望
む
族
は
、
深
く
退
く
べ
し
。 

（
十
訓
抄
序
　
二
四
頁
）

（
26
）「
臣
が
兄
武
内
、
つ
ね
に
天
下
を
望
む
心
あ
り
。」 

（
六
ノ
十
五
　
二
三
〇
頁
）

　
例（
25
）（
26
）に
お
け
る「
禄
を
望
む
」「
天
下
を
望
む
」は
動
詞「
望
む
」の
基
本

的
用
法
で
あ
る
。

（
27
）す
み
や
か
に
参
り
て
、
御
所
望
の
こ
と
申
し
て
聞
か
せ
奉
ら
む
」と
て
、

 

（
七
ノ
二
十
八
　
三
三
八
頁
）

（
28
）さ
だ
め
て
、
上
は
天
意
に
達
し
、
下
は
人
望
に
か
な
は
む
も
の
を
や
。

 
（
十
ノ
七
十
九
　
四
九
一
頁
）

　
例（
27
）（
28
）に
お
け
る「
所
望
」「
人
望
」は
熟
語
形
式
で
、「
望
む
と
こ
ろ
」「
人

の
望
み
」の
意
と
解
さ
れ
、
名
詞
用
法
で
あ
る
。

　
５
、「
祈
ル
」の
用
法

（
29
）「
御
い
ひ
た
が
へ
、
つ
ね
に
あ
り
と
聞
ゆ
れ
ば
、
ま
こ
と
に
や
、
御
祈
り
の
あ

る
ぞ
や
」と
い
は
れ
け
れ
ば
、 

（
一
ノ
三
十
九
　
八
三
頁
）

（
30
）か
は
ら
む
と
祈
る
命
は
惜
し
か
ら
で
　
さ
て
も
別
れ
む
こ
と
ぞ
か
な
し
き

 

（
十
ノ
十
五
　
四
〇
二
頁
）

　
例（
29
）に
お
け
る「
祈
り
」は
連
用
形
名
詞
法
で
あ
り
、
例（
30
）の
和
歌
に
お
け

る「
祈
る
」は
動
詞
用
法
で
あ
る
。

（
31
）
書
写
の
性
空
上
人
、
生
身
の
普
賢
を
見
奉
る
べ
き
よ
し
、
寤
寐
に
祈
請
し
給

ひ
け
る
に
、（
三
ノ
十
五
　
一
三
九
頁
）

　
例
（
31
）
に
お
け
る
「
祈
請
す
」
は
熟
語
形
式
で
サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
用
法
で
あ

る
。

　
６
、「
乞
フ
」の
用
法

（
32
）「
こ
の
乞
者
は
三
形
沙
弥
な
り
」と
、
人
い
ひ
け
り
。

 

（
三
ノ
六
　
一
二
八
頁
）

　
例
（
32
）
に
お
け
る
「
乞
者
」
は
「
物
乞
い
を
す
る
僧
、
托
鉢
の
僧
」
の
意
で
あ
り
、

特
定
な
概
念
を
表
す
名
詞
用
法
で
あ
る
。

（
33
）つ
ね
に
こ
れ
を
乞
ひ
て
、
父
を
養
ふ
。 

（
六
ノ
十
八
　
二
四
〇
頁
）

（
34
）襖
と
い
ふ
も
の
を
乞
ひ
て
、
さ
て
参
り
け
り
。 

（
十
ノ
四
十
三
　
四
三
三
頁
）

　
例（
33
）（
34
）に
お
け
る「
酒
を
乞
ひ
て
」「
服
を
乞
ひ
て
」は
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
７
、「
請
」の
用
法

　「
請
」は
い
ず
れ
も
熟
語
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
35
）薬
師
十
二
の
請
願
は
　
衆
病
悉
除
ぞ
た
の
も
し
き 

（
十
ノ
十
七
　
四
〇
五
頁
）

（
36
）
慈
恵
、
こ
の
こ
と
を
聞
き
て
、
憤
り
て
、
起
請
を
書
き
て
、
三
塔
に
披
露
せ



六

ら
る
。 

（
四
ノ
七
　
一
六
四
頁
）

（
37
）北
野
に
参
籠
し
て
、「
こ
の
恥
を
す
す
ぎ
給
へ
」と
起
請
し
て
、

 

（
四
ノ
六
　
一
六
二
頁
）

　
例（
35
）（
36
）に
お
け
る「
請
願
」「
起
請
」は
熟
語
名
詞
用
法
で
あ
り
、
例（
37
）

に
お
け
る「
起
請
し
て
」は
サ
行
変
格
活
用
の
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
８
、「
求
ム
」の
用
法

（
38
）妻
を
求
む
る
に
は
、
上
﨟
は
品
を
も
え
ら
ぶ
べ
し
。 

（
五
ノ
七
　
一
九
二
頁
）

（
39
）
南
都
、
林
懐
僧
都
、
京
へ
の
ぼ
ら
れ
る
時
、
木
津
の
人
の
家
に
し
て
、
鮮
魚

を
求
め
て
食
す
。 
（
七
ノ
十
一
　
二
九
八
頁
）

　
例（
38
）（
39
）に
お
け
る「
妻
を
求
め
る
」「
鮮
魚
を
求
め
て
」は
動
詞
用
法
で
あ
る
。

十
訓
抄
に
は
「
求
ム
」
の
用
例
数
は
多
い
が
、
用
法
は
こ
の
よ
う
な
単
純
な
動
詞
用

法
の
み
が
見
ら
れ
る
。

　
９
、「
誂
フ
」の
用
法

（
40
）
時
の
英
才
、
斉
名
、
以
言
ら
に
あ
つ
ら
へ
し
む
と
い
へ
ど
も
、
な
ほ
心
に
か

な
は
ず
、 

（
七
ノ
九
　
二
九
六
頁
）

（
41
）「
さ
ば
か
り
貴
き
人
の
、
か
く
ね
ん
ご
ろ
に
あ
つ
ら
へ
給
ふ
こ
と
な
り
」
と
　

思
ひ
て
、 

（
十
ノ
七
十
二
　
四
七
一
頁
）

　
例（
40
）は「
辞
表
を
お
出
し
し
た
く
て
時
の
英
才
で
あ
る
斉
明
、
以
言
に
頼
ん
で
、

作
っ
て
も
ら
っ
た
が
」、
の
意
、
例（
41
）は「
熱
心
に
依
頼
な
さ
れ
た
」の
意
と
解
さ

れ
、
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
10
、「
庶
幾
ス
」の
用
法

　「
庶
幾
」
は
一
例
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
説
話
の
文
中
で
は
な
く
、
第
十
編
の
標

題
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
42
）才
芸
を
庶
幾
す
べ
き
事 

（
十
の
標
題
　
三
八
五
頁
）

　
例（
42
）は「
才
芸
を
願
う
べ
き
」の
意
で
、
動
詞
用
法
で
あ
る
。

　
11
、「
バ
ヤ
」の
用
法

（
43
）「
わ
れ
生
け
り
と
て
か
ひ
な
し
。
最
後
に
一
矢
射
て
、
死
な
ば
や
と
思
ふ
。
　

弓
矢
の
道
は
さ
こ
そ
あ
れ
。
男
ど
も
」な
ど
い
ひ
け
れ
ば
、

 

（
一
ノ
六
　
三
四
頁
）

　
例
（
43
）
は
会
話
文
に
お
け
る
例
で
、「
最
後
に
一
矢
を
射
て
死
に
た
い
と
思
う
。」

の
意
と
解
さ
れ
、「
願
望
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。「
ば
や
」で
言
い
切
ら
ず
、

「
ば
や
と
思
ふ
」の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
44
）
大
臣
、
う
ち
笑
み
て
、「
棹
さ
げ
て
、
参
ら
ば
や
」
と
あ
り
け
る
、
い
と
恥
　

づ
か
し
か
り
け
り
。 

（
一
ノ
四
十
　
八
四
頁
）

（
45
）「
し
か
る
べ
く
候
は
ば
、
こ
れ
に
て
鐘
な
ど
を
も
つ
き
て
参
ら
せ
ば
や
」
と
　

い
ふ
。 

（
七
ノ
二
十
三
　
三
一
八
頁
）



十
訓
抄
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

七

（
46
）「
今
は
た
だ
、
品
良
く
お
は
し
ま
さ
む
僧
な
ど
を
知
る
人
に
て
、
過
ぐ
さ
ば
や
」

と
候
ひ
て
、 

（
七
ノ
二
十
四
　
三
二
一
頁
）

（
47
）
顕
基
中
納
言
の
、
つ
ね
は
「
罪
な
く
て
、
配
所
の
月
を
見
ば
や
」
と
い
は
れ
　

け
る
に
は
似
給
は
ず
。 

（
九
ノ
四
　
三
七
五
頁
）

（
48
）「
さ
だ
め
て
伝
へ
ら
れ
た
る
ら
ん
。
一
見
せ
ば
や
」と
仰
せ
ご
と
あ
り
。

 

（
十
ノ
一
　
三
八
七
頁
）

　
例（
44
）〜（
48
）も
会
話
文
に
お
け
る
用
例
で
、「
棹
を
さ
げ
て
参
り
た
い
。」「
鐘

を
つ
い
て
い
た
い
。」「
日
を
過
ご
し
た
い
。」「
月
を
見
た
い
。」「
一
度
見
た
い
。」

の
意
と
解
さ
れ
、
い
ず
れ
も
例（
43
）と
同
様
に
話
者
の「
願
望
」を「
表
出
」す
る
用

法
で
あ
る
。
た
だ
、
例
（
43
）
の
「
〜
ば
や
と
思
ふ
」
と
異
な
り
、
こ
れ
ら
の
例
は
い

ず
れ
も
言
い
切
り
の
形
で
の
用
例
で
あ
る
。

（
49
）思
ひ
あ
れ
ば
袖
に
蛍
を
つ
つ
み
て
も
　
い
は
ば
や
も
の
を
と
ふ
人
は
な
し

 

（
十
ノ
四
十
　
四
三
一
頁
）

　
例（
49
）は
和
歌
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。「
い
は
ば
や
」は「
伝
え
た
い
」の
意
で
、

こ
れ
も
「
願
望
」
を
「
表
出
」
す
る
用
法
で
あ
る
。
和
歌
に
お
け
る
用
例
は
こ
の
一
例

の
み
で
あ
る
。

　
即
ち
、
十
訓
抄
に
お
け
る
「
ば
や
」
の
全
用
例
七
例
の
う
ち
、
六
例
は
会
話
文
に
、

一
例
は
和
歌
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
七
例
の
う
ち
、
一
例
は「
ば
や
と
思
ふ
」

の
形
で
、
六
例
は
言
い
切
り
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
用
例
七
例
い
ず
れ
も
「
願

望
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
12
、「
モ
ガ
ナ
」の
用
法

（
50
）法
の
月
久
し
く
も
が
な
と
思
へ
ど
も
　
さ
よ
更
け
ぬ
ら
し
光
隠
し
つ

 

（
四
ノ
一
　
一
四
九
頁
）

（
51
）今
は
た
だ
思
ひ
絶
え
な
む
と
ば
か
り
を
　
人
づ
て
な
ら
で
い
ふ
よ
し
も
が
な

 

（
五
ノ
十
一
　
一
九
七
頁
）

（
52
）ふ
る
さ
と
へ
行
く
人
も
が
な
告
げ
や
ら
む
　
知
ら
ぬ
山
路
に
ひ
と
り
迷
ふ
と

 

（
七
ノ
三
十
二
　
三
四
七
頁
）

　
例
（
50
）（
51
）（
52
）
は
和
歌
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。
例
（
50
）
は
「
仏
法
の
月

は
永
遠
に
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
た
が
、」の
意
、
例（
51
）は「
直
接
あ
な

た
に
言
う
手
立
て
が
ほ
し
い
」
の
意
、
例
（
52
）
は
「
ふ
る
さ
と
へ
行
っ
て
く
れ
る
人

が
い
て
ほ
し
い
」
の
意
と
解
さ
れ
、
他
者
に
対
す
る
「
希
求
」
を
「
表
出
」
す
る
用
法

で
あ
る
。

（
53
）
お
の
お
の
の
興
あ
る
あ
ら
そ
ひ
の
う
ち
に
も
、「
よ
く
も
が
な
」
と
心
を
尽
せ

る
気
色
、
を
か
し
か
り
け
る
に
、 

（
七
ノ
十
五
　
三
〇
四
頁
）

　
例
（
53
）
は
心
話
文
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。「
返
事
が
良
く
あ
っ
て
ほ
し
い
」
の

意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
も「
希
求
」の「
表
出
」で
あ
る
。
即
ち
、
十
訓
抄
に
お
け
る「
も

が
な
」
は
和
歌
と
心
話
文
に
用
い
ら
れ
、
い
ず
れ
も
「
希
求
」
を
「
表
出
」
す
る
用
法

で
あ
る
。

　
13
、「
テ
シ
ガ
ナ
」の
用
法

（
54
）
こ
と
と
い
は
ば
あ
る
じ
な
が
ら
も
得
て
し
が
な
　
ね
は
知
ら
ね
ど
も
ひ
き
こ
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こ
ろ
み
む 

（
三
ノ
六
　
一
二
八
頁
）

　
例
（
54
）
は
和
歌
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。「
琴
の
曲
を
お
布
施
に
く
だ
さ
る
の
な

ら
ば
、
そ
の
琴
の
主
も
一
緒
に
い
た
だ
き
た
い
」
の
意
と
解
さ
れ
、「
願
望
」
を
「
表

出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
55
）秦
の
昭
王
、「
い
か
で
、
こ
の
玉
を
得
て
し
が
な
」と
思
ひ
て
、

 

（
七
ノ
二
十
五
　
三
二
七
頁
）

　
例
（
55
）
は
心
話
文
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。「
な
ん
と
し
て
も
、
そ
の
玉
を
手
に

入
れ
た
い
も
の
だ
」の
意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
も「
願
望
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
即
ち
、
十
訓
抄
に
お
け
る
二
例
の
「
て
し
が
な
」
は
和
歌
と
心
話
文
に
用
い
ら
れ
、

い
ず
れ
も「
願
望
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
14
、「
ナ
ム
」の
用
法

（
56
）
月
夜
に
は
来
ぬ
人
待
た
る
　
か
き
く
ら
し
雨
も
降
ら
な
む
恋
ひ
つ
つ
も
寝
む

 

（
七
ノ
六
　
二
九
四
頁
）

　
例
（
56
）
は
和
歌
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
。「
雨
が
降
っ
て
ほ
し
い
」
の
意
と
解
さ

れ
、「
希
求
」を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。
十
訓
抄
に
お
け
る「
な
む
」は
こ
の
一

例
で
あ
る
。

　
15
、「
マ
ホ
シ
」の
用
法

（
57
）「
た
だ
し
、
釈
迦
如
来
の
霊
山
に
て
、
説
法
し
給
ひ
け
む
よ
そ
ほ
ひ
こ
そ
、
め

で
た
か
り
け
め
と
思
ひ
や
ら
れ
て
、
朝
夕
、
心
に
か
か
り
て
見
ま
ほ
し
く
お
ぼ

ゆ
れ
。
そ
の
あ
り
さ
ま
、
ま
な
び
て
見
せ
た
ま
ひ
な
む
や
」と
い
ふ
。

 

（
一
ノ
七
　
三
九
頁
）

（
58
）「
俊
頼
、
一
首
詠
ぜ
ま
ほ
し
く
お
ぼ
え
し
に
、
女
房
の
舟
の
う
ち
に
忍
び
た
る

声
に
て
、」 

（
一
ノ
十
二
　
四
六
頁
）

（
59
）「
今
年
、
孫
に
て
候
男
の
、
内
蔵
寮
の
小
使
に
て
、
祭
を
渡
り
候
ふ
が
、
あ
ま

り
に
見
ま
ほ
し
く
て
、
た
だ
見
候
は
む
に
は
、
人
に
踏
み
殺
さ
れ
ぬ
べ
く
お
ぼ

え
て
、
や
す
く
見
候
は
む
た
め
に
、
札
を
ば
立
て
て
侍
る
。」

 

（
一
ノ
二
十
八
　
七
〇
頁
）

　
例
（
57
）（
58
）（
59
）
は
会
話
文
に
に
お
け
る
用
例
で
、
い
ず
れ
も
連
用
形
で
用

い
ら
れ
て
い
る
。
例（
57
）は「
釈
迦
が
霊
山
で
説
法
を
な
さ
る
様
子
を
い
つ
も
見
た

い
と
思
っ
て
い
る
。」の
意
、
例（
58
）は「
自
分
は
一
首
を
詠
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

が
、」の
意
、
例（
59
）は「
ど
う
し
て
も
見
た
く
て
、」の
意
と
解
さ
れ
、
す
べ
て「
願

望
」を「
説
明
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
60
）聞
こ
し
め
さ
ま
ほ
し
う
思
し
め
し
て
、 

（
四
ノ
三
　
一
五
七
頁
）

　
例
（
60
）
は
地
の
文
に
あ
る
例
で
、
連
用
形
ウ
音
便
の
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
院
が
知
り
た
い
と
お
思
い
に
な
ら
れ
、」の
意
と
解
さ
れ
、
三
人
称
の「
願
望
」を「
説

明
」す
る
用
法
で
あ
る
。

（
61
）
な
に
ご
と
を
も
始
む
と
な
ら
ば
、
底
を
き
は
め
て
、
か
や
う
の
し
る
し
を
も

あ
ら
は
す
ば
か
り
に
ぞ
、
せ
ま
ほ
し
け
れ
ど
、
か
か
る
た
め
し
、
い
と
あ
り
が

た
し
。 

（
十
ノ
六
十
九
　
四
六
七
頁
）

　
例
（
61
）
は
地
の
文
に
お
け
る
用
例
で
、
已
然
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
こ
の
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
が
、」の
意
と
解
さ
れ
、
こ
れ
も「
願
望
」を「
説
明
」す
る



十
訓
抄
に
お
け
る
希
望
表
現
に
つ
い
て

九

用
法
で
あ
る
。

（
62
）「
世
に
あ
ら
ば
、
か
や
う
な
る
も
の
を
こ
そ
、
こ
の
世
の
思
ひ
出
に
も
せ
ま
ほ

し
け
れ
」と
い
ふ
。 

（
四
ノ
三
　
一
五
三
頁
）

　
例
（
62
）
は
会
話
文
に
お
け
る
用
例
で
、
已
然
形
の
結
び
で
用
い
ら
れ
、「
あ
の
よ

う
な
女
を
今
生
の
思
い
出
に
し
た
い
も
の
だ
。」の
意
と
解
さ
れ
、「
願
望
」を「
表
出
」

す
る
用
法
で
あ
る
。

（
63
）世
を
も
人
を
も
恨
み
け
る
ほ
ど
な
ら
ば
、
か
く
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
け
れ
。

 

（
九
ノ
七
　
三
八
二
頁
）

　
例
（
63
）
は
、
已
然
形
の
結
び
で
用
い
ら
れ
る
。「
世
の
中
も
人
も
恨
む
と
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
こ
ん
な
ふ
う
に
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。」
の
意
と
解
さ
れ
、「
希
求
」

を「
表
出
」す
る
用
法
で
あ
る
。

　
即
ち
、
六
例
の「
マ
ホ
シ
」に
は「
願
望
」の「
説
明
」の
用
法
は
四
例
、「
願
望
」の

「
表
出
」の
用
法
は
一
例
、「
希
求
」の「
表
出
」の
用
法
は
一
例
そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
る
。

　
四
、
お
わ
り
に

　
以
上
、
十
訓
抄
に
お
け
る
希
望
表
現
の
構
成
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
状
況
を
考
察

し
た
。
十
訓
抄
は
作
者
の
編
集
方
針
に
よ
っ
て
、
全
体
的
に
文
章
は
平
易
で
あ
り
、

堅
い
漢
文
の
直
接
引
用
が
少
な
い
。
希
望
表
現
に
関
し
て
も
同
様
な
傾
向
が
見
ら
れ

る
。

　
ま
ず
、
希
望
表
現
の
構
成
を
見
る
と
、
希
望
の
意
味
を
表
す
名
詞
に
は「
願
」「
欲
」

及
び「
願
ヒ
」「
望
ミ
」「
祈
リ
」、
動
詞
に
は「
願
フ
」「
望
ム
」「
祈
ル
」「
乞
フ
」「
請
」

「
求
ム
」「
ア
ツ
ラ
フ
」「
庶
幾
ス
」「
起
請
ス
」「
ホ
シ
ガ
ル
」、
形
容
詞
に
は「
ホ
シ
」、

慣
用
形
に
は「
〜
ム
ト
思
フ
」「
願
ハ
ク
ハ
〜
」、
終
助
詞
に
は「
バ
ヤ
」「
モ
ガ
ナ
」「
テ

シ
ガ
ナ
」「
ナ
ム
」、
助
動
詞
に
は「
マ
ホ
シ
」が
見
ら
れ
る
。

　
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
を
見
る
と
、
名
詞「
欲
」は「
欲
望
」と
い
う
意
味
を
表
し
、

「
願
」
は
仏
教
の
概
念
を
表
す
熟
語
形
式
で
用
い
ら
れ
る
。
動
詞
に
は
「
祈
ル
」
の
よ

う
な
基
本
的
な
動
詞
用
法
、「
祈
リ
」
の
よ
う
な
連
用
形
名
詞
法
、「
起
請
ス
」
の
よ

う
な
熟
語
形
式
と
い
う
用
法
が
見
ら
れ
る
。
形
容
詞
は
「
ホ
シ
」
一
語
の
み
で
用
法

は
単
純
で
あ
る
。

　
慣
用
形
式
の「
〜
ム
ト
思
フ
」は「
願
望
」を
表
す
が
、「
願
ハ
ク
ハ
〜
」は
文
末
の

動
詞
命
令
形（
給
へ
）と
呼
応
し
て「
希
求
」を
表
し
、「
ム
」と
呼
応
し
て「
願
望
」を

表
す
。

　
終
助
詞
・
助
動
詞
は
主
に
会
話
文
と
和
歌
に
存
在
し
、
地
の
文
に
お
け
る
用
例
は

少
な
い
。
意
味
的
に
は「
バ
ヤ
」「
テ
シ
ガ
ナ
」「
マ
ホ
シ
」は「
願
望
」を
表
し
、「
モ

ガ
ナ
」「
ナ
ム
」「
ア
ラ
マ
ホ
シ
」は「
希
求
」を
表
す
。

　
以
上
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
十
訓
抄
に
お
け
る
希
望
表
現
の
中
核
は
慣
用
形
式

と
終
助
詞
・
助
動
詞
形
式
の
和
語
が
中
心
で
あ
り
、
名
詞
・
動
詞
形
式
は
周
辺
的
存

在
で
あ
る
。

【
主
要
参
考
文
献
】

「
十
訓
抄
解
説
」　
浅
見
和
彦
　
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
51
『
十
訓
抄
』
所

収
　
二
〇
〇
七
年
八
月

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』第
三
巻
　
岩
波
書
店
　
一
九
八
四
年
四
月
第
一
刷

【
注
】

（
１
）柴
田
昭
二
、
連
　
仲
友
「
希
望
表
現
の
通
史
的
研
究
　
序
説
」『
香
川
大
学
教

育
学
部
研
究
報
告
第
Ⅰ
部
第
109
号
』　
平
成
12
年
３
月



一
〇

（
２
）こ
こ
で
い
う
希
望
表
現
と
は
、
人
の
願
い
望
み
に
関
す
る
、
一
種
の
心
情
的
表

現
形
式
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
下
位
分
類
と
し
て
、
話
者
自
身
の
動
作
・
状
態

に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
も
の
を
「
願
望
表
現
」、
他
者
の
動
作
・
状
態
に
対
し

て
向
け
ら
れ
る
も
の
を
「
希
求
表
現
」
と
称
す
る
。
さ
ら
に
、
希
望
を
直
接
発

す
る
場
合
を
希
望
の
「
表
出
」、
そ
れ
以
外
の
問
い
質
し
や
過
去
な
ど
の
場
合

を
希
望
の「
説
明
」と
称
す
る
。
現
代
日
本
語
に
お
い
て
は
、「
願
望
」は「
〜
た

い
」の
形
で
、「
希
求
」は「
〜
て
ほ
し
い
」の
形
で
表
現
す
る
の
が
最
も
一
般
的

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
人
称
現
在
形
形
式
「
一
人
称
〜
た
い
」 「
一
人
称
〜

て
ほ
し
い
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
願
望
」、「
希
求
」
の
「
表
出
」
で
あ
り
、
一
人 

称
の

過
去
形
「
一
人
称
〜
た
か
っ
た
」「
一
人
称
〜
て
ほ
し
か
っ
た
」、
二
人
称
形
式

「
二
人
称
〜
た
い
か
」「
二
人
称
〜
て
ほ
し
い
か
」、
三
人
称
の
「
三
人
称
〜
た

が
る
」「
三
人
称
〜
て
ほ
し
が
る
」な
ど
の
形
式
は
、「
説
明
」に
あ
た
る
。

（
３
）「
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
」第
三
巻
　
岩
波
書
店
一
九
八
四
年
四
月
第
一
刷

（
４
）『
十
訓
抄
』　
浅
見
和
彦
校
注
　
小
学
館
　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
51
　

二
〇
〇
七
年
八
月
一
版
四
刷

（
５
）用
例
の
意
訳
は
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
た
。
以
下
同
。

（
６
）注（
２
）参
照
。
以
下
同
。

（
７
）注（
２
）参
照
。
以
下
同
。

（
８
）注（
２
）参
照
。
以
下
同
。

（
９
）注（
２
）参
照
。
以
下
同
。

 

（
し
ば
た
し
ょ
う
じ
　
　
香
川
大
学
教
育
学
部
教
授
）

 

（
れ
ん
ち
ゅ
う
ゆ
う
　
広
島
市
立
大
学
客
員
研
究
員
）

 

（
二
〇
一
四
年
五
月
三
〇
日
受
理
）


